
 

 

 

 

 

「良いスタートを切った清泉中」  

                           校長 柴野 誠一 

  ５月に入り連休が終わりました。学校の教育活動もいよいよ本格的に始まってきます。

１６日（月）から体育大会練習が始まり体育大会に向けて集中的に活動や準備を行って

いきます。そして、２８日（土）には体育大会が行われます。新型コロナウイルス感染

症拡大防止の観点から従来の実施とはなりませんが、体育大会では、皆さんの「主体的

に取り組む力」が試されます。個人種目だけでなく、学級等で取り組む種目もあり、そ

れぞれ「練習すればするほど」上達していきます。しかし練習が始まればきっとうまく

いかない事や思い通りにならないことが次々と起こると思います。そんなピンチの時こ

そ逆にクラスや学年が団結するためのチャンスです。ぜひ、自分たちのクラスや学年を

成長させるためにも、全力で取り組んでいってください。また、実行委員会等での係活

動についても懸命に活動し、自分に与えられた務めをしっかりと果たしてください。 

  さて、話は変わりますが、令和４年度がスタートして１ヶ月が過ぎました。生徒の皆

さんは、素直で朝夕はもちろん、廊下等ですれ違う度に気持ちの良い挨拶をしてくれま

す。始業式、入学式、１年生を迎える会、離任式等、全体で集まった時の態度、授業態

度、放課後の委員会活動・部活動に打ち込む姿を見ていると、嬉しく思います。本当に

清泉中に着任でき、有り難い気持ちです。 

  ただ、本校の今の姿は、一朝一夕にできたものではなく、歴代の校長先生をはじめと

する多くの教職員、保護者・地域の方々の努力と生徒たちへの深い愛情の積み重ねがあ

ってここまでたどり着けたものだと思います。４月から良いスタートを切れたことに感

謝するとともに、今まで清泉中にご尽力していただいた方々への敬意を忘れることなく、

本校の生徒たちの更なる成長を願って、日々の教育活動に取り組んでいく所存です。そ

して、生徒の皆さんが学習や部活動、行事、体験的活動等の様々な活動を通じて、自分

なりの成長のための生きる力をたくさん身に付け、増やしていくことを期待しています。 

  その第一歩が『あ・じ・み』の取り組みです。 

あ（挨拶） 挨拶は相手を認め、相手を大切に想うという「心の表現」です。そんな自分

の気持ちが相手に伝わるように、さわやかな挨拶をするようにしましょうという取り組

みです。  

じ（時間） 時間は誰にでも同じように与えられています。時間を守れない人は社会では

信用されない人と思われる場合があります。時間を守れる人になるための取り組みです。 

み（身だしなみ） その場にふさわしい身だしなみを心がけ、きちんとした服装で、きち

んとした心で生活をするという取り組みです。 

清泉中では、この３つの心がけの最初の文字をとって、『あ・じ・み』運動として取り

組んでいます。皆さんが中学校を卒業して大人になった時に、きっと皆さんの生きる力

となってくれると信じて、あらゆる場面で指導していきます。 

 

                            今号は、表面のみです。 
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